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研究成果の概要（和文）：事例について６次産業化シミュレーターLASTSでバリューチェーン由来の付加価値を
分析する。そして、一般的な農産物を使った場合と比較し、ブランド力由来の付加価値がバリューチェーンのど
こで生じているか解明した。６次産業化シミュレーターLASTSバージョン２を開発し、付加価値の分析に用い
た。有機ワインの付加価値に着目し、有機農業・有機農法、あるいはそれに準じた農業・農法で育てられた農産
物だからといって、必ずしも高い付加価値が形成されるわけではないことを明らかにした。しかし有機であるこ
とが、そのワイナリーのブランド価値を高める可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The value added derived from the value chain is analyzed with the 6th 
industrialization simulator LASTS for the case study. The 6th industrialization simulator LASTS 
version 2 was developed and used to analyze the added value. Focusing on the added value of organic 
wine, we found that high added value is not necessarily created simply because a product is grown 
using organic agriculture, organic farming methods, or similar agriculture and farming methods. 
However, being organic has the potential to increase the brand value of the winery.

研究分野： 農業経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
６次産業化の取り組みをより一層推進するためには、マクロな視点からだけではなく、個々の取り組みを評価・
分析し、取り組みの強みと弱みや課題を明らかにする必要がある。しかし、ミクロな視点から６次産業化を評
価・分析する手法はこれまで存在していなかった。農業の役割や重要度を重視し、６次産業化で生じる付加価値
に着目して開発した、個々の取り組みを評価・分析するためのツールが、本研究のベースとなる６次産業化シミ
ュレーターLASTSバージョン２である。本課題を遂行することは、６次産業化に関する研究の進展に寄与するだ
けではなく、本研究の成果を社会に還元することにより、６次産業化の発展への寄与が可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
６次産業化の取り組みにおいて、どこで、どのくらい付加価値を生み出しているか。６次産業

化の取り組みの当事者であっても、この問いに答えられる者は少ない（浅井 2018）。また、農業
経営の６次産業化（多角化）に関する研究については、いくつかの事例研究があるのみである（住
谷 2018）。６次産業化の取り組みについて、付加価値の源泉を解明し、６次産業化の戦略的な推
進方策にアプローチした研究は行われていない。 
６次産業化による付加価値の分析手法として、申請者らは、遺伝的アルゴリズムを援用し、６

次産業化や農商工連携の経済評価を行うための新しい手法を策定した（大西、森嶋、河野 2017）。
そして、その手法をもとに、カウフマンの NK モデルを援用した６次産業化シミュレーターLASTS
を開発した（大西 2018・P 第 10824 号-1）。６次産業化シミュレーターLASTS を用いることで、
６次産業化におけるバリューチェーンの深化に伴う付加価値を、バリューチェーンの段階ごと
に数値化することができる。 
しかし、付加価値は、バリューチェーンの深化のみを要因として生じるものではない。原料と

なる農産物のブランド力や、有機栽培等の栽培方法の違いから生じる部分もある。研究代表者の
大西と鈴木による６次産業化シミュレーターLASTS を用いた研究によると、ブランド農産物を用
いた６次産業化では、バリューチェーンの深化のみに起因しないと考えられるプレミアムの増
大が見られた。 
６次産業化シミュレーターLASTS には、農産物が差別化されていることに由来する付加価値を

評価する機能はない。これについて、研究分担者の森嶋は、農産物のブランド力を評価する手法
として、農産物のブランド価値推計法であるプレミアム価格法を策定している（森嶋 2016）。ブ
ランド農産物を使った加工品の加工段階・販売段階のブランド価値の推計法を開発し、６次産業
化シミュレーターLASTS にブランド力由来の付加価値を分析する機能を付け加えることで、どこ
で、どのくらい付加価値を生み出しているか、バリューチェーンの深化とブランド力の両面から
分析が可能になる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ブランド農産物を用いた６次産業化の取り組みについて①複数の事例を分析し

（表 1）、６次産業化の取り組みで生じるバリューチェーン由来の付加価値と、ブランド力由来
の付加価値を同時に数値化して評価する②手法の開発を行う（図 1）。そして分析結果について、
複数の事例を比較検討し、③連携型と多角化型の戦略的６次産業化モデルを策定することを目
的とする。その際、６次産業化先進国と言えるフランス・カナダの取り組みも分析し比較研究を
行うことによって、我が国の取り組みの長所・短所を解明し、輸出等も見据えた戦略的６次産業
化モデルを策定する。 
既存の研究では、６次産業化の経済面からの評価といえばマネーフローの解析にとどまって

いた（2 の(2)で後述）。本研究の学術的独創性と創造性は、研究代表者と分担者の知見を組み合
わせ、付加価値をバリューチェーン由来の部分とブランド力由来の部分とで捉え、それらの付加
価値を同時に分析可能にするところにあろう。 
  
３．研究の方法 
研究対象は、６次産業化による商品開発の取り組みとする。事例によって６次産業化戦略が異

なり、また付加価値の源泉も異なるという仮説のもと、以下の研究を行う。 
 

①６次産業化の取り組みについての事例分析 
事例について、バリューチェーン由来とブランド力由来の付加価値を分析する。さらに、各事

例の６次産業化戦略について整理し、付加価値との関連を整理する。 
具体的には、まず、事例について６次産業化シミュレーターLASTS でバリューチェーン由来

の付加価値を分析する。そして、一般的な農産物を使った場合と比較し、ブランド力由来の付加
価値がバリューチェーンのどこで生じているか、明らかにする。 
６次産業化シミュレーターLASTS では、６次産業化の取り組みを図 1 に示すようなネットワ

ークで捉え、バリューチェーン由来のプレミアムを図 2 中の(1)式の通り求めている。６次産業
化における連携関係または多角化が i の時、Σ(1+P_(k,k=A…i))と売上 S_i との間には、非常に
強いベキ乗近似の関係がある。図 2 上の表のように、連携相手名または多角化部門名・業種・期
間売上などの必要なデータと、連携関係または多角化の組み合わせを{1,0}で表した GTYPE を
入力すると、付加価値を表す数値「プレミアム」が算出される。 
次に、ブランド由来と考えられる付加価値について、森嶋(2016)が開発したプレミアム価格法

を援用して分析する。プレミアム価格法は、ブランド品とノンブランド品との価格差に着目し、
ブランド戦略の効果の計測を可能にしたものである。ただし、プレミアム価格法は農産物を対象
とした評価方法であるため、加工・販売段階の評価については、事例分析を通じて他の手法も検



討する。 
 
② 新しい手法の開発 
６次産業化シミュレーターLASTS をベースに、バリューチェーン由来とブランド力由来の付

加価値を、同時に数値化する手法を開発する。分析手法のイメージを、図 2 の下の表に示す。新
しい手法の開発にあたっては、①の事例調査の結果をもとに精査する。 
 
４．研究成果 
 
研究成果については、今後学会発表並びに論文発表を控えているため、一部のデータを示す。

バリューチェーン由来とブランド力由来の付加価値の分析結果は、後日報告予定のため、省略し
た。 
 

① ６次産業化の取り組みについての事例分析 
本研究では、有機ワインの付加価値に着目し、バリューチェーン由来の付加価値と、ブランド

力由来の付加価値について明らかにした。FiBL（2022）によると、世界の全耕地面積のうち約
1.6％で有機栽培が行われている。その中でもワイン用ブドウは、約 6.2％が有機栽培である
（International Organization of Vine and Wine , 2021）。 
まず、有機農産物に付加価値が生じているのか否かについて、明らかにした。有機のまちとし

て日本およびフランスで有名な、宮崎県綾町とフランス・コランス村を事例とした。両自治体と
も、自治体の長が発起人となり、行政が主体となって有機のまちづくりに取り組み、一定の成果
を挙げている。既存の就農者や新規就農者へのサポート体制が整っており、観光業も盛んである。
フランス・コランス村では有機農産物の付加価値形成に力を入れているものの、宮崎県綾町は有
機農産物の価格形成には、今まであまり力が入れられてこなかった。その結果、宮崎県綾町の有
機農産物が安すぎるという問題が浮かび上がってきている。このように、有機農産物であるから
といって、必ずしも付加価値が生じているわけではないことを明らかにした。 
次に、フランス・ラングドックルーション地方とボルドー地方の有機ワイン用ブドウの生産並

びに有機ワインを製造しているワイナリーを対象に調査を行った。ワインの価格は、生産コスト

ܲ       ：݇のプレミアム 
ܵ       ：݇の期間売上 
ܵ：中核主体の期間売上

ܲ        ：݆のプレミアム    ݇ ≠ ݆ 
ܶ        ：݆の GTYPE 

ܲ = ൬
ܵ
ܵ

− 1൰ −൛൫ ܲ + ܲ൯ × ܶൟ   ⋯ (1) 

図 1  LASTS の考え方（数字はプレミアム、例） 

図２ 



のほか、ブドウの品質、生産地、生産している畑の格付け、作り手、製造年、希少性、人気、ブ
ランド等で決定する。まず、面積を見ると、面積の大小、つまりワイナリーの規模はワインの価
格に影響を与えない。小規模ワイナリーであっても、高価なワインを作り出すことは可能である。
ラングドックルーション地方とボルドー地方を比べると、ボルドー地方のワインの方がより高
価格で取引される。同じボルドー地方でも、Chateau Le Puy、Château Siaurac、Château Gombaude-
Guillot ではワインの価格が異なる。Chateau Le Puy の知名度が最も高いが、Château Siaurac、
Château Gombaude-Guillot も知名度は高い。認証でみると、Château Siaurac は欧州連合の有機認
証を取得しており、Chateau Le Puy は自然農法、Château Gombaude-Guillot はビオディナミであ
る。Chateau Le Puy は 400 年以上、無農薬でワイン用ブドウを栽培し続けている。ビオディナミ
は、有機農業をさらに発展させ、四季や天体の動きに併せて生産管理を行う農業のことである。
単純比較は難しいが、有機ワイン用ブドウを使った有機ワインであっても、その農法により付加
価値が異なる可能性がある。Chateau Le Puy のワイン価格が相対的に高いのは、400 年にわたっ
て無農薬でワイン用ブドウを育てていること、そしてそのことにブランド価値が生じているか
らと考えられる。 
 カナダ・ブリティッシュコロンビア州・オカナガン地方のワイン用ブドウの価格とワインの価
格、付加価値について、農法ごとに整理したものである。付加価値については、後述の LASTS
バージョン２で分析した。農法はビオディナミ、有機農法、サステナブル農法（ブリティッシュ
コロンビア州独自のサステナブル認証）、そして慣行農法を取り上げており、それぞれ複数のワ
イナリーの調査を行い、その平均値を示した。ワイン用ブドウの価格を見ると、シャルドネでは
有機農法とサステナブル農法、リースリングでは有機農法で育てられたブドウの価格の平均値
が若干高い。一方、ワインの価格は、ピノノワール 100％のワインでは自然派農法、次いでビオ
ディナミの価格の平均値が高く、シャルドネでは慣行農法のワインの価格の平均値が最も高く、
リースリングではビオディナミのワインの価格が最も高かった。付加価値について見ると、ピノ
ノワールワインの付加価値は自然農法、ついで有機農法が最も高い。シャルドネは自然農法の付
加価値の平均値が最も高い。リースリングは、ビオディナミの付加価値が最も高く、次いで自然
農法である。有機農法より自然農法の付加価値の方が高くなった要因としては、利益のためでは
なく、理念のために有機農法に取り組むワイナリーが少なくないためである。有機農法に取り組
むワイナリーには２タイプ見られ、一つは消費者ニーズに応じて有機農法に切り替えたタイプ
であり、もう一つは自らの理念・信念から有機農法に取り組むタイプである。 
 以上から、有機農業・有機農法、あるいはそれに準じた農業・農法で育てられた農産物だから
といって、必ずしも高い付加価値が形成されるわけではない。しかし、生産者あるいは加工者が
望んで付加価値形成に取り組めば、優位な価格形成が可能であると考えらえる。有機であること、
あるいはそれに準じた農業・農法であることが、そのワイナリーのブランド価値を高める可能性
も示唆された。 
 
②  新しい手法の開発 
申請時には６次産業化シミュレーターLASTS（バージョン１）が完成していたが、新たに６次

産業化シミュレーターLASTS バージョン２と６次産業化評価アプリ LASTS For Farmers を開
発した。 
６次産業化シミュレーターLASTS バージョン２は、６次産業化シミュレーターLASTS（バー

ジョン１）に新たに A -Score という評価数値を求められるようにしたものである。A -Score と
は、有機農業等持続可能な農業を評価する際に用い、農業の持続可能性を数値化することができ
る。一般的な農産物（慣行栽培の農産物）とブランド農産物（あるいは有機栽培農産物）を比較
したプレミアム価格法と組み合わせて使うことにより、バリューチェーン由来の付加価値と、ブ
ランド力由来の付加価値を明らかにすることができる。 
６次産業化評価アプリ LASTS For Farmers は、６次産業化シミュレーターLASTS を iOS 上で

簡易に用いることができるアプリである。一般的な農産物（慣行栽培の農産物）とブランド農産
物（有機栽培農産物）の価格と、加工品の価格を入力し、その結果を比較することで、バリュー
チェーン由来の付加価値と、ブランド力由来の付加価値を明らかにすることができる。 
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